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　名松線は、起点の松阪駅から津市美杉地域に
ある終点伊勢奥津駅までの全長43.5㎞を、約１時
間20分かけて走るＪＲ東海のローカル鉄道です。
平成21年の台風被害によって、現在、家城駅から

伊勢奥津駅までは列車
が走っていませんが、
平成28年春に全ての
復旧工事が完了し、約６
年半ぶりに全線運行を
再開します。
　さらに、今年度は名
松線が運行を始めて
8 0周年を迎えるた
め、これらを記念し
て、広報津毎月１日号
で名松線について紹介
します。

組織を一部変更

　名松線の「名」は
名張市から、「松」は
松阪市から取られて
います。つまり、名
張市と松阪市を結ぶ路線という意味です。名松
線は建設当時、ＪＲ東海の前身である日本国有
鉄道が、奈良県桜井市から榛原市と名張市を
通って松阪市へ至る路線を計画し、「桜松線」と
いう名前になる予定でした。その一部として、
松阪市から名張市の間の工事が始まりました
が、他の鉄道会社が先に桜井～名張～松阪～伊
勢間を開通したため、伊勢奥津駅から名張市ま
での工事は行われませんでした。しかし、名前
だけは当時の名残から名松線になりました。名
前の由来にも物語のある路線なのです。

名松線の名前の由来は？

　生活困窮者自立支援法に基づく支援施策を的確に
行うため、援護課相談担当を相談・支援担当に見直しま
した。また、援護担当を保護担当に名称変更しました。

ＪＲ名松線運行再開までの軌跡 Vol.１

　津市総合計画後期基本計画の着実な推進や、職員数2,500人体制による効率的で実効性のある業務
推進体制の整備などを図るため、４月１日から組織の一部を変更しました。

援護課相談・支援担当
　地域住民のまちづくりへの思いや要望などを、
より一層、着実に各種施策へ反映させるため、新
たに地域連携課を設置しました。

地域連携課

　空地･空家などに係る相談等への窓口として環
境保全課に新たに空地・空家等連絡調整担当を設
置しました。また、空家等対策の推進に関する特
別措置法に基づく措置などの推進を図るため、建
築指導課に新たに空家等対策担当を設置しました。

環境保全課空地･空家等連絡調整担当、建築指導課空家等対策担当
　上下水道事業等の着実な推進を図るため、水道
事業管理者を上下水道事業管理者に改め、新たに
下水道局を設置しました。また、上下水道事業管
理者による事業等の経営・企画を補佐するため、
新たに上下水道事業管理室を設置しました。

下水道局、上下水道事業管理室


